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数が多いのは金沢本だが、二七巻を伝えるのみである。その中 、巻三・四は江戸時代の補 の補写によるなど、一本 中にも書 に関わる問題 あり、使用する際 注意を要する。
第二に、 白居易自身による改訂が行われていたであろうことである。





























味するところが問題となるが、御堂関白記では「文集」 「摺本文集」の用例がともにあり、わざわざ「同」と明 していることから、これは摺本注文集 読むべきであろう。
明確な「摺本文集」の記述は、その二年後、長和二年に現れる。宋































刊本系であるのに、編成は前後続集のままである、という点である。惜しいかな旧鈔諸本や紹興本などに付される小字の注を全て削去している（おそらく底本となった朝鮮版に倣ったのと、活字がなかったための処置と思われ ）が、現在完 が存在しない旧鈔本系の前後続集の編成を、七一巻完備した状態でうかがえる点で重要な本である。また、現在伝わ 那波 はその多く 書き入れがあり、しばしば旧鈔本系の文字を見る。中には旧鈔本が現存しない作品の校異が遺され いることもあり、本文研究上も貴重な資料を提供してい 。
那波本はまた、 『四部叢刊』に影印されたことから、しばしば四部







































































平安女流文学の雄である『源氏物語』であろう。単なる詩文 引用にとどまらず、物語の筋立てや人物造形にまで白詩が深 影響を及ぼしていることは、例えば日向一雅『源氏物語の準拠と話形』 （至 堂、一九九九年四月）が論じている。
源氏物語に『白氏文集』の影響が見られ こと 現存 最初の

















く人口に膾炙し、多く 伝本を生んだ。その本文は江戸時代、版本による通行本が成立するまで流動し、写本については一本一系統といってもよいほど異同が多い。しかし『白氏文集』 引用に限ってみていけば、天正本・教運本を除き諸本で白詩 引用する章段 ほぼ共通し
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ており、引用する文も送り仮名や宛字の差を注意深く取り除いて骨格をあらわにしてみると、おおむね一致している。その系統は旧鈔本の影響が強いが 刊本系や当時流行の単行本系テキストの文字も見え、新旧テキストが並存してい ことがわかる。 『弄花抄』に近い時代の今川家本（永正二：一五〇五年書写）でもここは同じである。
筆者は『白氏文集』の受容、とりわけ本文系統に興味を持つもので
ある。 『白氏文集』側における主流テキスト よびテキストの並存化現象がどのように日本文学作品に反映されているのか、それを解明したい。上記の例から、室町時代には新旧並存の引用文を つ『太平記』がある一方で、源氏物語の注釈において、明確に刊本系テキストの指摘がなされることがわかる。 「白氏文集第十二」という一文は別集たる『白氏文集』を参照しなければ書けな ものであり、三条西実隆がこれを目睹していたことを示す例である。
ここに、 「江戸時代には刊本系テキストが主流をしめるが、先に示
した文政十年七徳舞法帖のように一部に旧鈔本 文が伝存し いたことを考え合わせれば、室町時代において『白氏文集』のテキストは旧鈔本系から刊本系に主流が移りつつあった 、 おも旧鈔本の本文が用いられているという、 「並存」 状態 あったと考えられ それが日本文学に反映された一例が『太平記』であろう。
『太平記』は『白氏文集』本文が並存していた室町時代に成立し、
その後途切れることなく伝わり、 広く読まれ という点に特徴がある。途切れることなく伝本があるということは、その時点で読まれ いた代表的な本文がほぼわかるというこ であり、広く読まれたということは、需要も多く、同時代テキストの数も多いということであ 。
????????????
本論においては、第一部において『太平記』引用の『白氏文集』本






















































していることが見て取れる。単に白詩を指摘するのみならず、例えば「龍門」に対して『三秦記』を引き、いわゆる登竜門の故事にこの語が現れることを指摘する。 （この故事は『太平御覧』にも現れるがこれもまた『三秦記』を引い いる）これ 賢愚抄よりも一歩すすんだ解説といえ 。
明治以降において、近世的注釈から踏み出し『白氏文集』の影響関
































平記』 研究の中から見れば 〈発動者〉 および 〈媒介者〉 の研究たる （１）に属する。 〈媒介者〉について、氏は次の三つを想定した。（１）作者が直接依拠した漢籍の本文系統（２）作者がその漢籍を受容するのに際して用いた注（３）作者がその漢籍を受容 際の訓法の
『太平記』の引く『白氏文集』テキストに限って言えば、増田 は




































鈴木氏は、 「玄玖本太平記解題」 （ 『玄玖本太平記』五（勉誠社、一












































『白氏文集』等、当時の日本人が自らの漢詩文作成のために参考としてきた漢籍の表現、及び、それに拠って製作された日本の漢詩文の表現と密接に関わるものであり、従って、当時の漢詩文 あり方全体を見据える必要が生ずる。そ 際、日本人が漢詩文製 のために中国から受容し、用いてきたさまざまな表現についても、故事の場合と同様に、日本において独自の漢語表現が醸成されていく、その過程を想定しなければならない。
と述べている。 「日本人が自らの漢詩文作成のために参考としてきた漢籍の表現」とは先の増田氏の定義する〈媒介者〉にあたり、 〈受容者〉たる日本人の表現は、 〈発動者
〉たる漢籍の中国とは異なる、日
























・ 「神田本」は『白氏文集 、 『太平記』それぞれに同名の本がある。




















































































































































































「皓皓」 、西源・教運・版本・今川「皎皎」 、玄玖・米沢「耿耿」 。原
詩は「耿耿」 、諸本間異同なし。原詩の意をくみ帝の寵愛薄いさまを描く。和漢朗詠集・秋夜に引かれる句。４．人生莫作婦人身、百年苦楽由他人
（人生まれて婦人の身と作るなかれ、百年の苦楽は他人に由る）
















兄皆土を列ね、憐む可し光彩の門戸に生るるを。遂に天下の父母の心をして、 男 生 を重んぜす を生む 重んぜしむ） （ 「長恨歌」 ）（上と行くに輦を同じくし、止まれば室を じうし 宴すれば席を専にし、寝れば房を専にす） （ 「長恨歌伝」 ）
「長恨歌」および「長恨歌伝」の引用。「長恨歌」原詩では旧鈔本系（金沢・正安・管見） 「漢宮」に作る。「長恨歌伝」原詩では刊本系（紹興・馬本・汪本・那波本・朝鮮整
版）が「上行同室」 、旧鈔本系（金沢・正安・管見）刊本系の一部（英華・広記）単行本系（歌行） 「上行同輦、止同室」に作る。 『太平記』は「駕スレハ輦ヲ共ニシ」の記述があるので旧鈔本系からの影響が見られる。享楽にふけり安史の乱を招いた玄宗と後醍醐天皇を重ね、戦乱の時代の幕開けを暗示する。８．太液芙蓉未央柳
（太液の芙蓉未央の柳）
「長恨歌」を踏まえる。梵舜・西源・教運「太掖」 、神田孝平・玄






























①諸本 間関」 、西源「絃関」 、教運・天正「睍関」 。原詩は「間関」 、
諸本間異同なし。
②梵舜・玄玖・西源・教運・神宮・毛利「氷」 、版本・天正・今川

















































































新楽府「 」より。鴨川沿いに作った堀の様子を形容する。『太平記』 、玄玖・神宮・神田孝平・毛利「渕淪 、西源「渕綸」 、
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①梵舜「挙リ」 、神田「あがり」 、玄玖・版本・神宮「昂リ」 、西源・
南都・米沢・毛利「アカリ」 、教運・天正「騰リ」 、今川「マカリ」に作るが、 「あがり」の訓に引かれたものだろう。今川「マカリ」はカタカナ 「ア」 との字形相似による誤写と思われる。 原詩では 竦」だが、 『太平記』でこの字に作るものはない。
②『太平記』諸本「鶏ノ如シ」およびその類型表現に作る。原詩、旧
鈔本系（神田・上野・東洋・猿投）刊本の一部（英華） 「頚如鳥」 、刊本系紹興本・馬本・汪本 那波本・朝鮮整版） 「頚如象」 、単行本系（諷諫） 「頚如烏」に作る。 『太平記』には旧鈔本の文字が認められる。
③『太平記』諸本「脂肉短シ」に作る。原詩では刊本系が 脂肉壮













原詩、単行本系の一部（奥田） 「赴」を「追 、旧鈔本系（神田 上










































余里。六軍不発無奈何、宛転娥眉馬前死。 （中略）黄埃散漫風蕭索、雲桟縈紆登剣閣。峨嵋山下少人行、旌旗無光日色薄。蜀江水碧蜀山青、聖主朝朝暮暮情。 （長恨歌）及安禄山引兵嚮闕、以討楊氏為辞 潼関不守
。翠花南幸、出咸










長恨歌から「六軍」 ・ 「翠華（翠花） 」 ・ 「雲」 ・ 「剣閣」 、長恨歌伝から











本系（紹興・馬本・汪本・那波・趙瞻整版） 「深閨」 、旧鈔本系（金沢・正安・管見） 「深窓」に作る。 『太平記』は旧鈔本系の文字と一致する。
．玉妃太真院（ 「長恨歌伝」 ）58
春寒賜浴華清池（ 「長恨歌」 ）（玉妃の太真院） 伝」 ）（春寒うして を華清池に賜う） （ 「長恨歌」 ）
「長恨歌伝」 「長恨歌」を引く。 『太平記』 、梵舜・神田孝平・米沢














新楽府「伝戎人」を引く。 『太平記』 、梵舜・玄玖・南都「飡食 、









































































































かに夜に侍す） （ 「長恨歌」 ）
あでや















































若し） （ 「長恨歌伝」 ）（侍児扶け起こすに として力無 ） （ 「長恨歌」 ）
「長恨歌伝」 「長恨歌」を踏まえる。明らかに引用と解るのは西源










新楽府「新豊折臂翁」 を引く。 『太平記』 、玄玖・南都「宋朝ノ開府」 、













































．童男丱女106新楽府「海漫々」より。 『太平記』 、梵舜「童男臥女」 、神田孝平・











































































































































として、 唐・天宝一四載に勃発した安史の乱を、 長文を割いて述べる。その題材は「白氏文集」巻一二所載の「長恨歌」 「長恨歌伝」より採っている。既に柳瀬喜代志氏の「 『長恨歌』 『長恨歌伝』と「楊國忠之事」――『太平記』作者の嚢中の漢籍考――」正続（ 『早稲田大学教育学部学術研究（国語・国文学編） 』三九号、一九九〇年一二月、続は同誌四〇号、一九九一年一二月） 、高橋貞一氏 『太平記諸本の研究』 （思文閣出版、一 八〇年四 の論考がある。
本項は、他の項と用例採集の方針が異なる。 「楊国忠事」段は全編
にわたって長恨歌および長恨歌伝を下敷きにしながら物語が展開していくため、他項と同様の方針で用例を採ると、段全体にわたって引用し検討を加えねばならなくなり 膨大な量となる。よって、本論の主目的である「太平記が引く『白氏文集』の本文系統はいか るものであるかの解明」 必要な、 『白氏文集』本文引用 限定して比較検討を加えた。
引用されている本文の系統を考える際に重要なのは、表中に※を付
した「是ハ常ニ世ニ有ル物ナリ何ソ是ヲ以テ験ト為ルニ足ンヤ」の節である。これは「長恨歌序」からの引用である。 「序」は別集『白氏文集』には見えず、日本 一部の本に見えるだけであり、 れはことごとく単行本系に属するものである。特に「歌行詩」と総称され テクストに付されていることが多い。
また、 玄玖・神宮・南都・梵舜・今川・米沢・竹中・天正・教運 「旧
衾旧枕」 、毛利「旧枕旧衾」 、西源・版本「翡翠衾寒」に作る異同は系統を考える上で重要なポイントである。
ここは原詩、旧鈔本系（金沢 正安 管見） 、刊本系の一部（英華） 、
























































































































































































































































































































































































































































































































（西源院本）という図式が成り立つことを示した。 「夷途」を「タヒラカナルミチ」と読んだことで「平路」の字が当てられ、ふりが や訓がな 脱落した後にあらためて「ヘイロ」と じた、ということ る。
このように原詩にない文字に置き換わってしまうと、それが『白氏










． 「駕スレハ輦ヲ共ニシ」7． 「落葉満テ」20．梵舜・神田・教運・天正・米沢・毛利「夷路」 、西源「平路」 、29
玄玖・版本・神宮・南都・今川「夷途」 。
















































また太田氏が指摘されるような『古文真宝』 （大行路、琵琶行、長恨歌、七徳舞等が収録され ） 、あるいは『和漢朗詠集』 ・ 『新撰朗詠集』といった名文を収めた集、抄物、 『文苑英華』 ・ 『古文真宝』などの総集、 『太平広記』をはじめとする中国類書など、当時作者が参看しえた書物は和漢の 範な領域が考えられるが、これらにもそれぞれ異なるテキストが存在する。作者 記憶に頼って書いた箇所もあろう。いま筆者はこれらをを比較検討するだけの見識をもって ない。
ここでは、以下のことを確認したい。










































































．此疎山柴棘ノ卑湿ニ85． （天正本のみ）彼楊貴妃驪山ノ花清宮ニシテ蘭膏ノ湯ヲ沈セシニ92皇帝其ノ膚ノ妙ナル事ヲ喜見テ 雪夜浴堂ノ春ト欹テ目 細メ魂ヲ消シ玉シモ理哉ト思出テ目放モセス当居タレハ金肌玉骨ノ妙態羅綺ニダモ不レ勝ヘシテ．知ラヌ卑湿ノ南山トカヤ114
一三箇所
教運本















































べると以下の通り なる。・今川家本（丙類・一五〇五年）・玄玖本（甲類・一五五四年？）・西源院本（甲類・一五二 ‐五四ごろ）・神宮徴古館 六〇 ）・梵舜本（乙類・一五八六年）・天正本（丙類・一五九二年）・毛利家本（丙類 ～一六〇三年）
神田孝平旧蔵本（甲類） 、南都本（甲類） ・米沢本（乙類） 、教運本






箇所は「一つの系統に拠らず、旧鈔本 と刊本系の本文 並存している」と前章で述べた通りなのだが、こ 章段のみ完全に刊 系テキストに依拠しており、その典拠や状況が 問題となる。 問題はおそらく西源院本の成立にも関わることにもなろう。だが、今 時点で答えを出すこ はできない。
鷲尾順敬氏の翻字本『西源院本太平記』解説に拠れば、西源院本の
書写年代は一五二一～五四頃、書写者は書写者を龍安寺十世の大休宗休（応仁二（一四六八）年‐天文一八（一五四九）年）に比定しており、未完軍記物語資料集の影印に附された岡田氏の解説もまたこれを採る。影印版で見る限り西源院本そのも には書写の手がかりとなる情報が残されておらず、さらに写真撮影後に火災を被って一部が焼失しており、残った本も周囲が焼け焦げ、一部の文字にかかって完全な形ではもはや残っていないのであ 。鷲尾氏は、筆跡をもって書写者を大休宗休としているが、 そ 仮定 弱さは 『西源院本太平記』解説に自ら記してい 現時点 は決定的な証拠がなく、書写年代・書写者について 証明できないのである。
仮に大休宗休の筆になるという仮定が正しかったとすると、次に彼
が刊本系テキスト（宋版であろう）を目にすることができたか、どのように目にしたのかという、禅林における『白氏文集』受容の問題が提起される。
































































































































































































































































るが、それはテキスト系統としては若干の刊本系を含みながらも旧鈔本系に近いものであった。しかしながら、二例ではあるが単行本系にしか現れない文字があり、これによっ 『太平記』が摂取 た『白氏文集』の本文は 成立当時、あるいは伝播の中で、別集と ての『白氏文集』以外の、当時流行のテキストからの摂取があったと考えられる。
「楊貴妃事」における西源院本・版本の引用文が刊本系テキストに
寄るのは、こうした状況 中で異様に見える。両者 いかに こ
本文を持つに至ったのかを解明することは、 『太平記』の研究においても、室町時代の白詩受容プロセスの研究においても非常に大きな問題であるが、本論での解決はできなかった。
室町時代、 『白氏文集』を引用する書物は多岐にわたる。増田氏に
よって〈媒介者〉と定義されたその多くの書物 うち、 『太平記』作者がいずれに拠ったのか、 現時点で特定することは非常 困難である。もとより何か一本に依拠して書いたとは考えづらいし、作者自身の記憶によったものもあったろう。
『白氏文集』本文受容の研究の視点から見れば、この「別集の影響
























物語』本文史において、 「青表紙本」と呼ばれる、現在主流となった系統のテキストの校定者として特別な位置を占める。新古今和歌集を撰進した歌人として有名だが 他にも校本『土佐日記』や日記『明月記』など、多くの著作を遺している。漢籍にも詳しく、歌論書『詠歌大概』の中で「白氏文集第一・第二帙常可握翫」 （白氏文集の第一・第二の帙を常に握翫すべし）との言葉を残している。平安末から鎌倉初期の文学を扱うとき、 必ずといって いほど行き当たる人物であ
日本における『白氏文集』受容研究の一形態に 注釈書がある。物









の追加を行い、枡形・粘葉装の一冊に仕立てたものである。本文末尾から切り出したことは、自筆本 奥入』料紙の端や裏面 時折『源氏物語』本文の末尾 残ってい ことから推測されている。
この他に、別本と呼ばれる最も項目数の多いテキストも残るが、果




ない形で残ったものである。現在知 れてい 良好 テキストは、定家自筆本、それに準じるとされた明融臨模本、大島本であり、合わせ
* 四十八
現存するのは、定家自筆〈行幸〉 〈柏木〉 、明融臨模本〈桐壺〉 〈帚木〉 〈花宴〉 〈若菜上〉 〈若菜下〉 〈柏木〉 〈橋姫〉 〈浮舟〉 、大島本
〈帚木〉 〈空蝉〉 〈夕顔〉
〈若紫〉 〈末摘花〉 〈紅葉賀〉 〈花宴〉 〈葵〉 〈賢木〉 〈花散里〉 〈明石〉 〈蓬生〉 〈松風〉 〈薄雲〉 〈朝顔〉 〈少女〉 〈玉鬘〉 〈初音〉 〈胡蝶〉 〈行幸〉 〈藤袴〉 〈真木柱〉 〈梅枝〉〈藤裏葉〉 〈若菜上〉 〈若菜下〉 〈柏木〉 〈鈴虫〉 〈夕霧〉 〈御法〉 〈匂兵部卿〉 〈紅梅〉 〈竹河〉 〈橋姫〉 〈椎本〉 〈総角〉 〈宿木〉 〈手
習〉 。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































度旧鈔本の 文が現れるのかという調査目的を達成できる。加えてこの巻 、 「長恨歌」 ・ 「琵琶行」と並んで他の文学作品への影響が大きい「新楽府」に当たる。ここを調査することは、日本文学との関係の考察を深め、今後、研究を日中比較文学の分野へと広げていくための材料として重要だと考える。
巻三・四、つまり新楽府は、 『白氏文集』の中でも古来から特に好





























































































本文はことごとく旧鈔本と一致した。更に「夜聞歌者」という、旧鈔本が現存しない作品が、引用文によって復元できることを示した。今は滅びてしまった原『白氏 集』の姿に迫っていくためには、現存諸本の検討に加え、佚文資料の収集が欠かせない 他 引用例から考えると、 定家は漢詩文に関しては厳密な本文引用をし ると考え れ、この詩についても、誤写は考えられるも の信頼が置ける資料 り得るのではないかと考えている。
宮内庁本那波本の書き入れの検討では、
書き入れの指摘する文字
は比較的神田本、つまり旧鈔本系テキストに近いといえると 結論に達した。また、書き入れは一筆でなされているわけではなく、複数の筆跡が認められる とから ある程度の期間にわたって増補され書き継がれてきたものが現在の姿で ということも判明した。
宮内庁本は、完本が複数確認されている那波本の一本であり、本
文としては朝鮮本から派生し ものである。那波 の 数は、完本で約二十本であり、どこにで あ 本 はないが、決して唯一の
存在ではない。宮内庁本を特徴付け、他書と差別化するものこそ書き入れである。これによって、宮内庁本の存在そのものが、日本人が白氏文集理解のために営々と積み重ねてきた学習の地層をうかがえる無二の たりえているのである。書き入れは那波本だけの現象ではなく、旧鈔本系刊本系問わず、現存諸本でしばしば見かけるものである。そこには孜々として良質な本文を追い求める過去 人々の姿がうかがえる である。
わずか二書の検討ではあるが、その中には当時の受容状況が、あた













という結果を得た。室町時代は、 『白氏文集』受容において、旧鈔本系テキストと、新たに将来された刊本系テキストとが本格的に並存をはじめて く時期にあ る。 「長恨歌序」を有する白氏文集テキストの出現もこの時代である。旧鈔本系・刊 本文が並存してい という『太平記』所引の『白氏文集』本文の特徴は、当時の受容状況を反映しているといえるだろう。























三四‐四八年）に比定しており、現在定説となっている。その結果、今日では「清少納言が手 した白氏文集」すなわち平安時代の『白氏文集』は、唐代の原『 』に近い旧鈔本系テキストであって、それは後に主流となる刊 系テキストとは編成・本文が大きく異なっているということを、我々は知ることができた。その時代 どんなテキストが用いられていたのか把握しなければ、正確な出典研究は期しがたい。正確な出典を探るために 、それぞれの作品を詳細に分析し引用文を拾い上げて く必要がある。最後は本文に帰らねばならないのである。 であるが、 「媒介者がはっきりきわめられないことである。 」との指摘は今日にお てもなお解決すべき課題として残っ いる
現在、室町時代における『白氏文集』テキスト、およびテキスト系
統に主たる視点を置いた研究は少ない。受容の研究のためには、中国文学、日本文学、日中比較文学の三方向からのアプローチが必要である。この点において、本論は、日中比較文学研究として『白氏文集』の本文系統 分析に重きを置いたものである。結果として、 『白氏文集』と各作品との間にたつべきさまざまな〈媒介者〉につい は、その存在を指摘した みで考察が行えなかったことは、今後に積み残した大きな課題である。 『太平記』以外の軍記における『白氏文集』引用調査を行うこ で、中世 白氏詩文受容 あり方が、より明確 なるだろう。 『白氏文集』諸本 大きな本文系統分類の枠組みができている現在、本文交代の問題に限らず、 『白氏 集』の受容を考えるためには〈媒介者〉 問題は避けて通ることがで ない。ここを解決できて、はじめて日 人がいかに『白氏文集』を読んだか、総合的に理解することになるだろう。
日本文学における『白氏文集』引用作品の多さ、また『白氏文集』
















































後藤丹治『太平記の研究』 （河出書房、一九三八年八月）鈴木登美恵「玄玖本太平記解題」 『玄玖本 』 （勉誠社、一九七五
年二月）























































































































































神鷹徳治編『歌行詩諺解』 勉誠社、一九八八年六月）???池田利夫 「奥入」 『奥入










































「拾玉集」 『新編国歌 観』三（角川書店、一九八五年一 月）所収
用例番号 　




売炭翁 長恨歌 驪宮高 長恨歌 長恨歌 長恨歌伝 長恨歌 大行路 上陽白髪人 胡旋女 捕蝗 出典

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































巻6 巻6 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4
陵園妾 長恨歌 長恨歌 長恨歌 長恨歌 陵園妾 長恨歌 凶宅詩 琵琶行 上陽白髪人 夏日与閑禅師林下避暑詩
題故元少
尹集後２ 井底引銀瓶 琵琶行 立部伎














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































26 25 18 1724 121314151623 21 2022 19
巻12 巻12 巻12 巻11 巻11 巻11 巻10 巻10 巻10 巻9 巻9 巻9 巻9 巻6 巻6
天可度 長恨歌 長恨歌 杏為梁 大行路 七徳舞 井底引銀瓶 長恨歌 七徳舞 城塩州 昆明春水満 新豊折臂翁 大行路 後題故元少尹集１ 百錬鏡





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































31 3032333435363738394041 29 28 27
巻14 巻14 巻13 巻13 巻13 巻13 巻13 巻13 巻13 巻13 巻13 巻12 巻12 巻12
琵琶行 長恨歌 五絃弾 長恨歌 八駿図 八駿図 八駿図 草茫茫 八駿図 八駿図 八駿図 長恨歌 南賓郡齋即時寄楊万州 売炭翁
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42
巻18 巻18 巻18 巻18 巻18 巻17 巻17 巻17 巻17 巻16 巻16 巻16 巻16 巻15 巻15 巻15
驪宮高 李夫人 長恨歌 長恨歌 香炉峰下新卜山居～４ 五絃弾 長恨歌 長恨歌 売炭翁 天可度 天可度
新豊
折臂翁 縛戎人 長恨歌 長恨歌 驪宮高




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7071 69 68 67 66 65 64 62 61 6063 59 58 57 56
巻21 巻21 巻21 巻21 巻20 巻20 巻20 巻20 巻20 巻20 巻18 巻18 巻18 巻18 巻18 巻18 巻18
長恨歌 七徳舞 隋堤柳 琵琶行 七徳舞 長恨歌 長恨歌 長恨歌伝 胡旋女 長恨歌 長恨歌 対酒 長恨歌伝 長恨歌 長恨歌 長恨歌 五絃弾
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































88 87 85 84 83 82 81 8086 79 78 77 76 75 74 73 72
巻26 巻26 巻26 巻26 巻25 巻25 巻25 巻23 巻23 巻23 巻23 巻21 巻21 巻21 巻21
昆明春水満 百錬鏡 百錬鏡 長恨歌 陵園妾 琵琶行 百錬鏡 送王十八帰山寄題仙遊寺 新豊折臂翁 長恨歌 長恨歌 長恨歌伝 長恨歌伝 長恨歌 長恨歌











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































103 102 101 100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 89
巻32 巻32 巻32 巻32 巻32 巻30 巻30 巻28 巻28 巻28 巻27 巻27 巻27 巻27 巻27 巻27
牡丹芳 母別子 太行路 長恨歌 長恨歌 琵琶行 長恨歌伝 草茫茫 長恨歌 草茫茫 香炉峰下～ 草茫茫 海漫漫 海漫漫 長恨歌伝 長恨歌
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































119 118 117 116 115 114 113 112 111 110 109 108 107 106 105 104
玄巻 巻40 巻40 巻39 巻35 巻35 巻35 巻35 巻35 巻36 巻37 巻37 巻33 巻33 巻33 巻32




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































134 133 132 131 130 129 128 127 126 125 124 123 122 121 120
用例番号 用例番号
太平記
（玄玖本）
巻数
巻27
太平記
（玄玖本）
巻数
出典 海漫漫 出典
白氏
（那波本）
巻数
3／0128
白氏
（那波本）
巻数
天
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
比
翼
ノ
鳥
ト
成
リ
地
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
連
理
ノ
枝
ト
成
シ
ト
誓
キ
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
常
ニ
世
ニ
有
ル
物
ナ
リ
何
ソ
是
ヲ
以
テ
験
ト
為
ル
ニ
足
ン
ヤ
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
梨
花
一
枝
雨
ヲ
帯
タ
ル
カ
如
シ
宛
雲
頭
艶
々
ト
シ
テ
雲
ノ
鬢
刷
ハ
ス
シ
テ
聖
闕
ノ
玉
ノ
廂
ニ
跪
ク
于
時
玉
妃
夢
覚
テ
静
ニ
枕
ヲ
押
テ
起
給
フ
是
ハ
漢
家
ノ
天
子
ノ
御
使
方
士
ト
申
者
ニ
テ
候
カ
上
ハ
碧
落
ヲ
極
メ
下
ハ
黄
泉
ニ
至
マ
テ
臨
邛
ノ
方
士
夕
殿
ニ
蛍
飛
テ
思
悄
然
タ
リ
秋
灯
挑
尽
テ
眠
コ
ト
不
能
ス
鴛
鴦
ノ
瓦
冷
シ
テ
霜
花
重
シ
旧
衾
旧
枕
与
レ
誰
ニ
カ
為
ン
行
宮
ニ
月
ヲ
見
テ
ハ
心
傷
ム
ル
色
夜
雨
ニ
猿
ヲ
聞
テ
腸
ヲ
断
ツ
声
西
宮
ノ
南
内
ニ
穐
草
多
シ
落
葉
階
ニ
満
テ
紅
ニ
シ
テ
掃
ハ
ス
楼
台
池
苑
皆
旧
ニ
依
リ
太
掖
ノ
芙
蓉
未
央
ノ
柳
君
王
是
ニ
対
テ
争
テ
涙
無
ラ
ン
未
央
ハ
如
レ
面
ノ
柳
ハ
似
眉
タ
リ
蜀
江
水
緑
ニ
シ
テ
蜀
山
梢
ヘ
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
御
心
玄
玖
本
（
底
本）
 
甲
一
五
五
四
年
写
？
別
表
２
（
長
恨
歌
・
伝）
蒼
海
漫
々
ト
シ
テ
辺
モ
ナ
シ
雲
ノ
浪
烟
ノ
波
最
深
ク
風
浩
々
ト
シ
テ
閑
ナ
ラ
ス
月
華
星
彩
蒼
茫
タ
リ
蓬
莱
ハ
今
モ
古
ヘ
モ
只
名
ノ
ミ
聞
テ
見
事
ナ
ケ
レ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ニ
所
ナ
シ
蓬
莱
ヲ
見
ズ
ハ
否
ヤ
帰
ラ
シ
ト
イ
ヒ
シ
童
男
丫
女
ハ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
舟
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
始
皇
求
蓬
莱
之
事
付
趙
高
之
事
玄
玖
本
（
底
本）
 
甲
一
五
五
四
年
写
？
別
表
１（
海
漫
漫）
天
に
あ
ら
は
願
は
比
翼
の
鳥
と
な
り
地
に
あ
ら
は
願
は
連
理
の
枝
と
な
ら
ん
と
誓
き
桓
平
か
偽
を
負
て
※
是
は
尋
常
世
に
あ
る
物
な
り
何
そ
是
を
以
て
験
と
す
る
足
や
玉
顔
寂
寞
と
し
て
涙
闌
干
た
り
梨
花
一
枝
雨
を
帯
た
る
か
如
し
宛
も
雲
頭
艶
々
と
し
て
雲
の
鬢
不
レ
刷
は
し
て
金
闕
の
玉
廂
に
跪
く
于
時
玉
妃
夢
覚
て
静
に
枕
を
押
て
起
給
ふ
是
は
漢
家
の
天
子
の
御
使
方
士
と
申
物
に
て
候
か
上
は
碧
落
を
極
め
下
は
黄
泉
に
至
ま
て
臨
卭
ノ
方
士
夕
殿
に
蛍
飛
て
思
ひ
悄
然
た
り
孤
灯
挑
尽
て
眠
こ
と
能
は
す
鴛
鴦
の
瓦
す
さ
ま
し
う
し
て
霜
花
重
し
旧
の
衾
旧
の
枕
与
レ
誰
に
か
せ
ん
行
宮
に
月
を
見
れ
は
心
を
い
た
ま
し
む
る
色
夜
雨
に
猿
を
聞
け
は
腸
を
た
つ
声
西
宮
の
南
内
に
秋
草
多
し
落
葉
階
に
み
ち
て
紅
掃
は
す
楼
台
池
苑
皆
旧
に
よ
れ
り
太
掖
の
芙
蓉
未
央
柳
君
王
此
に
む
か
つ
て
い
か
で
か
涙
な
か
ら
ん
芙
蓉
は
面
の
ご
と
く
柳
は
眉
に
似
た
り
蜀
江
水
緑
ニ
シ
テ
蜀
山
梢
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
御
心
神
宮
徴
古
館
本
　
甲
一
五
六
〇
年
写
海
漫
々
と
し
て
辺
も
な
し
雲
波
煙
浪
最
深
く
風
浩
々
と
し
て
閑
な
ら
す
月
ノ
花
星
ノ
彩
蒼
茫
た
り
蓬
莱
ハ
今
も
古
も
唯
名
を
の
ミ
聞
け
る
事
な
れ
ハ
天
水
茫
々
と
し
て
求
に
更
に
所
な
し
蓬
莱
を
見
す
ハ
否
や
不
帰
と
い
ひ
し
童
男
丫
女
ハ
徒
に
船
中
に
や
老
ぬ
ら
ん
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
神
宮
徴
古
館
本
　
甲
一
五
六
〇
年
写
神
田
孝
平
蔵
本
　
甲
室
町
中
期
写
海
漫
々
ト
而
辺
も
な
し
雲
の
浪
烟
ノ
波
最
深
く
風
浩
々
ト
而
閑
な
ら
ス
月
花
星
彩
茫
た
り
蓬
莱
ハ
今
も
古
へ
も
唯
名
ヲ
の
ミ
聞
け
る
な
れ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ル
ニ
所
な
し
蓬
莱
ヲ
見
ス
ハ
い
な
や
か
へ
ら
し
ト
云
し
童
男
艸
女
ハ
徒
ラ
ニ
船
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
徐
福
文
成
偽
之
事
神
田
孝
平
蔵
本
　
甲
室
町
中
期
写
在
ラ
ム
天
ニ
願
ハ
作
比
翼
之
鳥
ト
在
ニ
ハ
地
ニ
願
ハ
為
ラ
ン
連
理
之
枝
ト
誓
新
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
尋
常
世
ニ
有
物
也
何
ソ
是
ヲ
以
テ
規
シ
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ヤ
玉
容
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
梨
花
一
枝
春
ノ
帯
タ
ル
雨
ヲ
カ
如
シ
雲
ノ
鬢
艶
々
ト
シ
テ
雲
ノ
鬢
理
ハ
ス
シ
テ
金
闕
ノ
西
ノ
廂
ニ
跪
ク
時
ニ
玉
妃
九
華
帳
之
裏
ニ
夢
魂
驚
テ
攬
レ
衣
ヲ
枕
ヲ
推
テ
起
テ
徘
徊
ス
珠
箔
銀
屏
邐
迤
ト
シ
テ
開
ク
雲
ノ
鬢
半
偏
シ
テ
新
ニ
睡
覚
ム
是
ハ
漢
家
之
天
子
之
御
使
方
士
ト
申
物
ニ
テ
候
カ
上
ハ
窮
メ
碧
落
下
ハ
黄
泉
之
底
侭
臨
卭
ノ
方
士
夕
殿
ニ
蛍
飛
テ
思
悄
然
タ
リ
孤
灯
挑
尽
未
成
眠
鴛
鴦
ノ
瓦
冷
シ
テ
霜
華
重
シ
翡
翠
衾
寒
誰
与
共
行
宮
ニ
見
ハ
月
ヲ
心
傷
ム
ル
色
夜
雨
聞
鈴
腸
断
声
春
風
桃
李
花
之
開
ル
夜
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
西
宮
南
苑
多
秋
草
宮
葉
満
階
紅
不
掃
楼
台
池
苑
皆
依
旧
太
液
ノ
芙
蓉
未
央
柳
君
王
対
此
争
テ
無
涙
芙
蓉
ハ
如
レ
面
柳
ハ
似
眉
タ
リ
蜀
江
水
碧
リ
ニ
シ
テ
蜀
山
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
情
西
源
院
本
 
甲
一
五
二
一～
五
四
頃
写
？
海
漫
々
ト
シ
テ
辺
モ
ナ
シ
雲
之
浪
烟
ノ
波
イ
ト
深
ク
風
浩
々
ト
シ
テ
閑
ナ
ラ
ス
月
華
星
彩
蒼
茫
タ
リ
蓬
莱
今
モ
古
ヘ
モ
只
名
ノ
ミ
聞
ケ
ル
事
ナ
レ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ル
ニ
所
ナ
シ
蓬
莱
ヲ
ミ
ス
ハ
否
ヤ
帰
ラ
シ
ト
云
シ
童
男
丱
女
ハ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
船
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
始
皇
求
蓬
莱
事
付
趙
高
事
西
源
院
本
 
甲
一
五
二
一～
五
四
頃
写
？
天
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
比
翼
ノ
鳥
ト
成
ラ
ン
地
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
連
理
ノ
枝
ト
成
ラ
ン
ト
誓
キ
新
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
尋
常
世
ニ
有
物
也
何
ソ
是
ヲ
以
験
ト
ス
ル
ニ
足
ン
ヤ
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
泪
闌
干
タ
リ
只
梨
花
一
枝
帯
タ
ル
カ
雨
如
シ
雲
頭
艶
々
ト
シ
テ
雲
ノ
鬢
カ
イ
ツ
ク
ロ
ハ
ス
シ
テ
金
闕
ノ
玉
廂
ニ
跪
ク
時
ニ
玉
妃
夢
覚
テ
静
ニ
枕
ヲ
推
ヤ
リ
起
玉
フ
是
ハ
漢
家
ノ
天
子
ノ
御
使
方
士
ト
申
者
ニ
テ
候
カ
上
ハ
碧
落
ヲ
極
メ
下
ハ
黄
泉
ノ
底
マ
テ
臨
邛
ノ
方
士
夕
殿
ニ
蛍
飛
テ
思
イ
悄
然
タ
リ
秋
灯
挑
尽
シ
テ
未
タ
能
眠
鴛
鴦
瓦
冷
シ
テ
霜
花
重
ク
旧
衾
旧
枕
誰
与
共
ニ
セ
ン
行
宮
ニ
見
テ
月
ヲ
傷
ム
ル
心
ヲ
色
夜
ノ
雨
ニ
聞
ケ
ハ
猿
ヲ
断
ツ
腸
声
西
宮
南
内
多
秋
草
落
葉
満
テ
堦
紅
不
掃
楼
台
池
苑
皆
依
旧
太
掖
ノ
芙
蓉
未
央
ノ
柳
君
王
対
シ
テ
レ
此
争
カ
不
涙
垂
レ
芙
蓉
ハ
如
レ
面
柳
ハ
如
シ
レ
眉
蜀
江
水
碧
ニ
シ
テ
蜀
山
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
御
心
南
都
本
　
甲
書
写
年
代
不
明
海
漫
々
ト
シ
テ
辺
リ
モ
無
キ
■
ヲ
ソ
求
ケ
ル
雲
ノ
浪
烟
ノ
波
イ
ト
フ
カ
ク
風
浩
々
ト
シ
テ
閑
ナ
ラ
ス
月
華
星
彩
蒼
茫
タ
リ
蓬
莱
ハ
今
モ
古
モ
名
ヲ
ノ
ミ
聞
ケ
ル
事
ナ
レ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ル
ニ
所
ナ
シ
蓬
莱
ヲ
ミ
ス
ハ
イ
ナ
ヤ
帰
ラ
シ
ト
云
シ
童
男
丱
女
モ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
舟
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
南
都
本
　
甲
書
写
年
代
不
明
天
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
比
翼
ノ
鳥
ト
成
ラ
ン
地
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
連
理
ノ
枝
ト
成
ラ
ン
ト
誓
キ
新
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
世
ノ
常
ニ
有
物
ナ
リ
何
ソ
是
ヲ
以
テ
験
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ヤ
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
梨
花
一
枝
ノ
春
帯
雨
如
シ
雲
頭
艶
々
ト
シ
テ
雲
鬢
理
ロ
ハ
ス
シ
テ
金
闕
ノ
玉
ノ
廂
ニ
跪
ツ
ク
時
ニ
玉
妃
夢
覚
テ
枕
ヲ
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落
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瓦
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台
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梨
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瓦
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〇
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梨
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落
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瓦
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台
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梨
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落
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瓦
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台
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瓦
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台
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